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（4）  a.  この大学の学生は，試験前なのに，のんきに漫画などを読んでいる。
   b.  よりにもよって，映画女優なんかが隣に住んでいる。
   c.  驚くことに，ワイドショウまでが 2人の対決を取り上げた。
（5）  a.  （その亀は）もちろん，本当は俺のことなど見ていないに違いない。
 （BCCWJサンプル ID：PB59_00088　日明恩『埋み火』）
   b.  もはや 2人の間に歯の浮くような言葉なんか必要なかった。






























（7）  a.  お茶でも飲もう。










   解釈：信頼できる他の人（「友人」等）には打ち明けたが，「親」には打ち明けなかった。
 （茂木 2004: 80）
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（12）  [[[　　　まで　　　　PredP] (NegP) ] TP ]
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（13）  a.  もちろん，本当は俺のことなんて見ていないに違いない。
   b.  もはや 2人の間に歯の浮くような言葉なんて必要なかった。













（16）  a.  この大学の学生は，試験前なのに，のんきに漫画などを読んでいる。
   b.  よりにもよって，映画女優なんかが隣に住んでいる。
   c.  驚くことに，ワイドショウまでが 2人の対決を取り上げた。
（17）  a. *もちろん，本当は俺のことなどを見ていないに違いない。
   b. *もはや 2人の間に歯の浮くような言葉なんかが必要なかった。


















（18）  a.  この大学の学生は，試験前なのに，のんきに漫画など読んでいるの？
   b.  よりにもよって，映画女優なんかが隣に住んでいるの？
   c.  ワイドショウまでが 2人の対決を取り上げたの？
（19）  a. *本当は俺のことなど見ていないの？
   b. *2人の間に歯の浮くような言葉なんか必要ないの？








（20）  a.  （ボイコットで，）昨日の授業に，学生は，全員来なかったの？ （全員＞否定）
   b.  （初回の授業には必ず参加するよう伝えてあったのに，）













































































（22）  a. *この大学の学生は，試験前なのに，のんきに漫画などは読んでいる。
   b. *よりにもよって，映画女優なんかは隣に住んでいる。
   c. *驚くことに，ワイドショウまでは 2人の対決を取り上げた。
（23）  a.  もちろん，本当は俺のことなどは見ていないに違いない。
   b.  もはや 2人の間に歯の浮くような言葉なんかは必要なかった。
   c.  ニワトリ小屋なんて，いちいち形まではおぼえていないのが普通だ。
　「は」には，主題の「は」と対比の「は」が存在するが，奥津（1986），沼田（1986）は，対比
の「は」のみが連体修飾節内に収まることを指摘している。（23）の「は」に関しても，（24）（25）



























（26）  あいつは医者に注意されても，平気でショートケーキとか｛を／ *は｝食べるんだ。
















（33）  a.  よりにもよって，花子は初対面の赤の他人さえすぐに信用する。
   b. #当然，花子は初対面の赤の他人さえ信用しない。
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Negative Polarity of Toritateshi When the Contrastive wa is Adjoined
IDO Misato
Postdoctoral Research Fellow, Theory & Typology Division, Research Department, NINJAL
Abstract
The purpose of this paper is to show that the toritateshi (focus particles) nado, nanka, and made, 
which denote a negative or unexpected evaluation, have two usages: one that requires an overt 
negative morpheme and one that does not. This phenomenon can be explained naturally by 
assuming that, syntactically, the former usage has a [-Lexical] feature and the latter a [+Lexical] 
feature. Furthermore, these focus particles have a particular syntactic correlation. If the contrastive 
marker wa is adjoined to nado, nanka, or made with the [+Lexical] feature, the feature reverses 
polarity from [+Lexical] to [-Lexical], and the particles then require an overt negative morpheme.
Key words: focus particle, negative polarity, nado/nanka, made, contrastive wa
